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漫画の吹き出し、それが直接話法


  最近はサラリーマンでも電車の中で漫画本（コミック本）を広げて読んでいる姿が話題になります。またかなりの数でコミック雑誌等が出版されています。「漫画喫茶」もあるほどです。難しい内容をコミックで易しく解説している本も多数発売されているのが現状です。その漫画の中に「吹き出し」があります。この吹き出しは、当人が「直接」言った
内容です。



(1)「話法」とは
  人が話した言葉を相手に伝える表現に、２種類あります。
  ①直接話法＝人が言った言葉を直接伝える表現
　②間接話法＝吹き出し部分を別の誰かに伝える表現
(2)「直接話法」について
　「トムがベスに『愛してる』と言った。」の文で、『愛してる』の部分を英語で言うと、
    I love you.になりますね。残りの部分を英語では、Tom said to Beth.となります。
この２つをつなげると次のようになります。そして「話法」については、ある程度特有の用語がありますので、まずそれらを説明いたします。
　(a) Tom said to Beth, "I love you."  （I = Tom, you = Beth）
      伝達動詞     被伝達部
　最低この２つの用語は頭に入れておきましょう。今後の説明で頻繁に登場してきます。
ここで気にすべきことは、被伝達部における I や you が誰のことを言っているのか、と言う点です。「被伝達部」は漫画の吹き出しに当たるわけですから、英文全体の主語にあたるTom が I に相当するのですよね。これが間接話法で少し変わってきます。
(3)「間接話法」について
  (a)の文を、内容を変えずに間接話法にすると、次のようになります。
　(b) Tom told Beth that he loved her.
  下線部に注目して下さい。まずは「被伝達部」に注目して下さい。人称代名詞の I や
youが間接話法ではそれぞれ he, herに変わっています。
　詳細は次号以降に譲るとして、まず、動詞の部分について大切な点をご紹介いたします。
(4)時制の一致について
　伝達動詞が変化しましたね（said to → told）。これは過去形から過去形に変化しました。それ以上に注目すべきは、loveからlovedに変化（現在形→過去形）したことです。
　次の文を見て下さい。
  (c) She know
 that I am kind.
 （彼女は私が親切であることを知っている）

   主節（現在形） 従属節（現在形）  
（●主節・従属節という用語については「接続詞」の項目で説明いたします。お急ぎの方は、１学期に発行した英語　　教室をご覧下さい。）
ここで太字の動詞を過去形にするとどうなるでしょうか。
  (c)' She knew that I was kind.
          過去形     過去形
  主節の動詞を過去形にすることにより、従属節の動詞も現在形→過去形へと一致させます。このように、主節の動詞と従属節の動詞を一致させることを『時制の一致』と言います。もう少し一般的に申しますと、「主節の動詞を過去形にすることにより、従属節の動詞を過去形もしくは過去完了形に変化させること」となります。
  (d) He says that he went to Kyoto.   　　（彼は京都に行ったと言っている）
  (d)' He said that he had gone to Kyoto.   （彼は京都に行ったと言った）
  これらのことは、主節の動詞が現在形から「過去形」に変化した場合のことです。
  (e) He says that he has been busy.  　   （彼は忙しいと言っている）
  (e)' He said that he had been busy.       （彼は忙しかったと言った）
●以下に大切な点をまとめておきましょう。
 主節の動詞が
  　現在形→過去形に変化する場合  （前提条件）
 従属節の動詞は
  　　　  現在形→過去形
    　　　過去形・現在完了形→過去完了形


●（参考）「話法」には「直接話法」と「間接話法」の２種類があると申しましたが、実はもう一種類あるのです。「描出(ﾋﾞｮｳｼｭﾂ)話法」と言われるものです。これは直接話法と間接話法の中間的なものです。He said, とか、She said to me,などの伝達動詞を使わず、直接話法の語順を用いてはいるけれども、間接話法における注意点を守って述べられます。
  (c) Tom thought, "What shall I do ? "  [直接話法]（トムは「何をしようか」と考えた）
　(c)' Tom thought what he should do.   [間接話法]  
  ↓
  (d) Tom thought.  What should he do ?   [描出話法]
  ◎(d)の文では、直接話法の語順（疑問文の語順）を維持しつつ、間接話法のいくつかの注意（時制の一致、人称代名詞の変化）を維持しています。この描出話法は物語などで見られる程度です。あまり気にする必要はありません。
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先生は、「地球は丸い」とおっしゃった


  前号では話法の基本的な考え方、及び「時制の一致」と言うことについて説明をいたしました。その中で、「時勢の一致」についてもう一言ふれておきましょう。どんな場合でも「時制の一致」という現象が起こるのか、と言う問題です。
　冒頭の日本語を見て下さい。「地球は丸い」ということについて少し考えてみましょう。
大昔、地球は平坦である、と考えられていた時代がありました。しかし現在は誰もが「地球は丸い」というのは一つの真理として定着している事実です。もちろんこれから先も変わらぬ事実です。このように「普遍の真理」と考えられる内容については、「時制の一致」をおこさせないということがあります。今回はこの「時制の一致の例外」についてです。



(1)「時制の一致」をもう一度
  「時制の一致」について再確認しておきましょう。
 ●主節の動詞が「現在形→過去形」に変化する場合のみ、
 　　　　　　　　従属節の動詞が１つ古い形に変化する。


  一般的な事例で確認しておきましょう。
 (a) Tom knows that she is kind.   （トは彼女が親切なのを知っている）
  →Tom knew that she was kind.   
　主節の動詞が、knows（現在形）からknew（過去形）に変わりました。それに伴って、that 節内の動詞も、is（現在）からwas （過去形）に変化しました。
(2)「時制の一致」の例外
　それでは全ての場合において、「時制の一致」が適用されるのでしょうか？答は否です。従属節の内容がいくつかの項目に合致する場合には、「時制の一致」の適用は受けません。つまり、動詞の形は変化しないのです。それではどのような項目が例外と考えられるのでしょうか。                        
 ①普遍の真理を表す・ことわざ
 (b) Our teacher says
 that the earth is round.


 この文で、 the earth is round（地球は丸い）というのは、「普遍の真理」です。この
場合には「時制の一致」は適用されません。つまり動詞の形(is)はそのままです。
 (b)' Our teacher said that the earth
 is
  round.

  ★決して次のように変化させてはいけません。
    ×Our teacher said that the earth was round.
 ②現在の変わらぬ事実・習慣・習性
 (c) The station master says that the first train starts at 4:00.
 　（駅長は始発電車は４時に出発すると言っている）
  電車等のダイヤは普通半年に一度くらいに改正されます。その間は変化することはありませんね。毎日毎日変化していたのではたまったものではありません。従ってこの場合も
時制の一致は適用されません。
 (c)' The station master said that the first train
 starts
  at 4:00.

  現在の習慣として行っている場合も同様です。
  ★決して次のように変化させてはいけません。
    ×The station master said that the first train started at 4:00.
 (d) He says that he always studies before dinner.
 (d)' He said that he always
 studies
 before dinner.

  ★決して次のように変化させてはいけません。
    ×He said that he always studied before dinner.
 ③歴史的事実
 歴史は全て「過去」のことですね。次の例を考えてみましょう。
 (e) Our teacher says that Columbus discovered America in 1492.
　　（先生はコロンブスは1492年にアメリカを発見したと言います）
 (e)' Our teacher said that Columbus
 discovered
  America in 1492.

  つまり、過去完了形にはせず、過去形のままにしておくのです。
  ★決して次のように変化させてはいけません。
    ×Our teacher said that Columbus had discovered America in 1492.
もう一つ同様の例。
 (f) He says that World War II broke out in 1939.  （第二次世界大戦は1939年に勃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 発したと言います）
 (f)' He said that World War II
 broke
 out in 1939.

  ★決して次のように変化させてはいけません。
    ×He said that World War II had broken out in 1939.
 ④書かれている英文が仮定法
 (g) He says that he would like to be a poet[ﾎﾟｳｴｯﾄｩ] if he were to be born again.
    （彼はもし生まれ変われるとするならば詩人になりたいと言っている）
　仮定法自体、特殊な動詞の形なのですから、それを更に変えることはしません。
 (g)' He said that he
 would
 like to be a poet if he
 were to
 be born again.

  ★決して次のように変化させてはいけません。
    ×He said that he would have liked to be a poet if he had been to be born
      again.
 紙上：カルチャースクール
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